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　日本の有史以来最大級といわれる今回の東
日本大震災に際して被災された同窓会の諸兄
並びにそのご家族の皆様に心よりお見舞い申
し上げます。
　同窓会は親睦会であるとともに，所詮６年
間同じ釜の飯をくった人々の集合体としての
互助会でもあります。理由の如何によらず
困っている会員がいれば皆でその会員を支援
することができる組織であるし，そうするこ
とがとても自然な組織であると思います。
　今回の被災地の真ん中で開業していて被災
していた友人がおりました。３月１１日の大
地震後の１週間もの長い間，ライフラインが
寸断された状態下で１つの菓子パンを一家４
人で分けて食べ，暖房のない暗い中で身を寄
せ合って少し眠り，朝方明るくなって寒さで
震えていて（ジェットコースターに乗ってい
るような感覚の余震でも震えていて）ふと外
を見ると雪が降っている。どうしょうもない
絶望感におそわれ，すぐ目の前の瓦礫の山を
見渡すと恐怖と不安がこみあげてくる。携帯
電話も繋がらない状態が２週間ほど続き，近
隣にいたはずの仲間たちで姿が見えない人た
ちが少しずつ明らかとなり，もうここから逃
げ出したいという焦燥感にもさいなまれたと
いう。震災後３週間以上たってやっと携帯電
話で話すことができた友人の声は，『鬱になっ
てもう何もしたくないといっている高齢の医
師会の先生が多いけど，何とか立ち直ってま
た頑張りたい』といったその声は，学生時代
にいろいろ議論したときの力強さに近い元気
な声に感じました。この仲間たちを何とか支
援しなければ，私の気持ちは大きく展開しま
した。

　どうやって支援するのか，私は現在病院長
の座にありその職責を放棄して駆けつけるわ
けには行かない。暫くの間毎日このジレンマ
に苛まれつつ支援の方法について考えること
になりました。最終的には医師会は医師会の
方法で，病院は病院で，それぞれの立場で支
援すればいい，私個人としては被災して避難
してきた透析患者や入院患者さんを受け入れ
るのも私なりの支援の仕方だしと考えられる
ようになり，「心は誰にも見えないけれど，
心遣いはみえる。思いは見えないけれど，思
いやりは誰にも見える。」の政府公報を見た
ときになんとなくつかえていた物がなくなっ
て，少し楽になったような気がしました。我々
は目の前の患者さんをひたすら助けたいと
思って，精々精進すればいい，大学では精一
杯教育をしてたくさんの良医を世に送り出せ
ばいい，教育に携わる人々は教育に専念し，
研究に携わる人々は研究に専念して，そして
学生は自分のなすべきことを自覚して少しず
つ前に進めばいい。
　そうやって皆々が真摯にこの現実と向き
合って，自分のなすべきことを惟ひたすら実
行すればいいのではないだろうか。我々には
まず医師として（医学を目指す学生であっ
ても）果すべきmission があるはずである。
そのmission をどう感じ取るかはもしかし
たら個々に異なるかもしれないが，なぜ我々
は医師として存在しているのであろうか。そ
の問から湧き出ずる同窓生諸兄の勇気と心遣
いの大なることを祈念したい。





開業記念品贈呈について

　埼玉医大卒業生の皆様の開業をお祝いし
て，同窓会記念品（ブロンズ製古鏡文鎮）を
お贈りいたしております。すでに開業（新規
に限らず，会員にとって新規とみなされるも
のは全て対象となります。例えば，親の病院・
診療所等の事業の引き継ぎ他）をなさってお
られる方，また近日中に開業を予定されてい
る方にもご連絡をいただければ，早々に発送
の準備を致したく存じます。
　記念品の加工処理の問題もありますので，
下記要領によりご申請いただくようにお願い
申し上げます。
　なお，開業 1件のみが対象となりますが，
贈呈当該年度までの会費が完納されているこ
とが条件となりますので，ご確認の程宜しく
お願い申し上げます。 　上記の内容を記載の上，事務局宛ご連絡下

さい。葉書，FAX等何れでも結構です。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰




